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令和５年度 新技術導入促進計画 ①（案）

○令和５年３月１５日に開催された「第８回道路技術懇談会」において、令和５年度新技術
導入促進計画（案）が提示され、新技術導入促進機関として「橋梁の点検支援技術」に
応募。
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出典：第８回道路技術懇談会 配付資料
出典：第１回道路技術懇談会 配付資料
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○H26年から省令・告示で、5年に1回、近接目視を基本とする定期点検を規定、健
全性の診断結果を4つに区分 （トンネル、橋などの構造物に共通）

○健全性の診断の根拠となる状態の把握は、近接目視により行うことを基本
○H31年の定期点検要領改定で、近接目視以外の方法による状態把握を規定。

近接目視による状態の把握の例

健全性の判定区分
区分 状態

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階 道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階 道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階 道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

橋梁点検をとりまく現状
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近接目視以外による状態の把握の例



橋梁点検をとりまく現状

○管理者別橋梁数
全国で約73万橋の橋梁が管理されており、この
うち、地方公共団体が管理する橋梁は約66万橋
と、9割以上を占める。

出典：道路メンテナンス年報 令和4年8月

○建設後50年を超える橋梁の割合
建設後50年を経過した橋梁の割合は、現時点で
約34%、10年後には約59%まで増加する。
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橋梁点検をとりまく現状

○橋梁管理に携わる土木技術者数
町や村では、橋梁管理に携わる土木技術者が5人以
下がほとんどで、存在しない地方公共団体も多く
ある。

○点検実施者の保有資格等
研修※1受講・民間資格※2ともに無しで点検実施している橋梁が、直営点検
で59%、委託点検では5%を占める。

出典：道路メンテナンス年報 令和4年8月

※1 研 修：国土交通省が実施する道路管理実務者研修又は道路橋メンテナンス技術講習
※2 民間資格：国土交通省登録技術資格（公共工事に関する調査及び設計等の品質確保に資する技術者資格登録規定に基づく国

土交通省登録資格）
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橋梁点検をとりまく現状

○点検支援技術の活用状況
2021年度の橋梁点検において、新技術の活用を検討した地方公共団体は約８割、
そのうち活用した団体は約３割。全体としては約２割の活用率にとどまる。
（団体数ベース）

⇒点検支援技術の活用
が進んでいない。
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橋梁点検をとりまく現状

○直轄国道における点検支援技術の活用原則化
直轄国道における橋梁定期点検業務において、活用を原則とする項目を設定。
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出典：第８回道路技術懇談会 配付資料



点検支援技術活用について

出典：促進機関HP
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点検支援技術活用について
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点検支援技術活用について
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点検支援技術活用について
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点検支援技術性能カタログ等の活用について

出典：第１５回道路技術小委員会 配付資料
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点検支援技術性能カタログ等の活用について

出典：第１５回道路技術小委員会 配付資料
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点検支援技術性能カタログ

出典：令和４年９月１５日 記者発表資料
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橋梁のみ：114技術



点検支援技術性能カタログ

出典：令和５年３月３１日 記者発表資料
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橋梁：145技術 トンネル：67技術
共通：3技術 合計２１５技術



点検支援技術性能カタログ

出典：令和５年３月３１日 記者発表資料
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性能カタログの種類について
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画像計測技術、非破壊検査技術、計測・モニタリング技術の例

画像計測技術の例
【ひびわれ】 【斜材の変状】

非破壊検査技術の例
【破断】 【うき】
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【支承部の機能障害】

計測・モニタリング技術の例

【張力】 【遊間の異常】 【洗掘】【反力】



点
検
支
援
技
術
性
能
カ
タ
ロ
グ

非破壊検査技術

1.基本事項

画像計測技術

2.基本諸元

3.運動性能

4.計測性能

5.画像処理・調書作成支援

6.留意事項

7.図面

計測・モニタリング技術

1.基本事項

2.基本諸元

3.運動性能

4.計測性能

5.留意事項

6.図面

データ収集・通信技術

1.基本事項

2.基本諸元

3.留意事項

4.図面

1.基本事項

2.基本諸元

3.運動性能

4.計測性能

5.留意事項

6.図面

性
能
カ
タ
ロ
グ
の
標
準
項
目

技術の性能確認シート 試験の実施の有無
実施してない場合「無」
実施している場合「有」・・・根拠となる資料の「確認シート（標準試験、現場試験）」を巻末に添付

技術マニュアル：開発者が独自に準備する技術資料（構成は統一されている）
構成 １．概要

２．原理
３．適用条件 (1)採否の検討のための条件、(2)精度と信頼性に関する留意点
４．調査要領 (1)調査に必要な機器・仮設備、(2)事前準備から調査全体の流れ(調査フロー)、(3)調査要領
５．結果の活用に関する技術情報
６．調査結果の解釈の留意点
７．記録
８．参考となる技術図書等

公表（国土交通省HP）

非公表（性能カタログの活用で必要に応じて開発者に問い合わせ、参考と位置づけている技術資料）

性能カタログと技術マニュアルについて
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性能カタログ標準項目について

標準項目 記載事項

基本事項

技術の概要、対象
とする部位や変状
など基本的事項

・技術情報（番号、技術名、開発者、連絡先、概要など）
・技術区分（対象部位、変状の種類、原理、検出項目）

基本諸元

計測機器の構成や
機器の物理的に一
意のものなどの諸
元

・計測機器の構成

・機器の情報（移動原理、外形寸法・重量・動力・設置方法な
ど）

・計測方法※２（計測原理、計測プロセス、アウトプットなど）

運動性能
移動体としての能
力を定量的に示す
もの

・構造物近傍での安定性能
・狭小進入可能性
・最大可動範囲
・運動位置精度

計測性能
データの質に関わ
る能力を示す

・撮影（計測）速度
・計測条件（計測レンジ、感度、S/N比、分解能など）※２

・計測精度

画像処理・調書
作成支援※１

ソフトウェアの原
理・アルゴリズムな
どを示す

・変状の検出手順
・ソフトウェア情報（ソフトウェア名、検出可能な変状、変状検出
の原理・アルゴリズムなど）
・調書作成情報（調書作成の手順、適用条件など）

留意事項
上記以外のその他
事項を示す

・現場条件
・作業条件
・運用条件

※１ 画像計測技術のみ ※２ 非破壊検査技術、計測・モニタリング技術

標準項目（点検支援技術の諸元や性能として表示すべき標準的な項目）、の性能値を整理

標
準
試
験
を
実
施
し
、
標
準
試
験
値
を
明
示
。
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技術マニュアルについて

１．概要
調査原理と推定できる物理量が分かるように，入力項目（入力する物理量），測定項目（測定さ

れる物理量），及び測定値から推定できる調査事項（推定する物理量）を記載．

２．原理
入力値から測定値を得るまでの物理的現象のモデル，測定値から算出される導出値を得るま

での物理モデルを記載．

３．適用条件

（１）採否の検討のための条件
採否の検討のための条件、留意点等を具体的

に記載する。

（２）精度と信頼性に関する留意点
原理的には物理現象の推定が可能であっても，

適用性が検証されていない事項など，適用範囲を
把握するうえで必要と考えられる情報を記載．

４．調査要領

（１）調査に必要な機器・仮設備
現地に持ち込むべき機器や仮設備，電源の必要
性などを記載．

（２）事前準備から調査全体の流れ （調査フ

ロー）
事前準備から始まる実際の調査の流れに即し

て，調査作業項目を説明．

（３）調査要領
調査点の選定にあたっての留意事項を，調査原

理や調査精度等との関係から，その理由とともに
記載．

５．結果の活用に
関する技術情報

計測結果（検出・検知・出力）から推測値の導出の原理，計測結果の棄却等の手順について，
具体的な解説，根拠（基準等），留意点を記載．

６．調査結果の解
釈の留意点

調査結果や誤差の程度の解釈（活用）にあたっての留意点を記載．

７．記録
調査が正しく行われたことを確認できる（トレーサビリティーを確保できる）記録とするための最低
限の記録事項と内容を記載．

８．参考となる技術
図書等

関連するＪＩＳ等の基準，規格を記載．

原理を裏付ける公表資料があれば記載．

カ
タ
ロ
グ
で
は
明
示
で
き
な
い
技
術
概
要
等
を
掲
載
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性能カタログ、技術マニュアル掲載事例

技術マニュアル

性能カタログ本体 付録（性能確認シート）

性能カタログ
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標準試験値とは

標準試験とは

性能値とは

各カタログにおける標準項目に対する性能について、開発者が想定した条件下
で独自に算出した理論値又は実施した試験値を表示したもの

性能値に対して、限定的な実施条件で再現性のある試験を実施し、その結果を
共通の条件及び整理方法のもとで比較可能な試験値を表示したもの

現場試験とは

共通の検出項目に対して計測原理等が異なる技術であっても、その技術の性能
が比較できるように結果を整理するために、共通の限定的な条件下で行った再
現性のある試験

現地（実構造物等）で動作確認として試行を行った試験

性能カタログにおける性能値、試験値について

EE '23東北



各種試験実施場所の例

土研試験橋梁国総研 供試体

実橋 福島ロボットテストフィールド
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おわりに

橋梁の点検支援技術に関する問い合わせ等は下記、電話やメール
でご連絡ください。

一般財団法人 橋梁調査会 橋梁点検支援技術担当 宛
Tel：03-5940-7794 FAX：03-5940-7789
E-mail：br-koubo@jbec.or.jp

ご静聴ありがとうございました

EE '23東北

mailto:br-koubo@jbec.or.jp
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